
●人　口　13,108人　前月比（7人減）
　　　　　　　　
●世帯数　5,758世帯
●15歳未満の年少人口　1,277人（比率9.7％）

●65歳以上の老齢人口　4,503人（比率34.5％）

●人口のうごき

〈2011（平成23）年1月1日現在〉

わがまちデータわがまちデータ

増加 23人　出生10人　　　　　転入13人　　　
【男6人　女4人】 【男8人　女5人】

減少 30人　死亡15人　　　　転出15人　　　職権1人
【男5人　女10人】 【男6人　女9人】
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〈2011（平成23）年2月1日発行  印刷／（有）宿毛印刷〉〈2011（平成23）年2月1日発行  印刷／（有）宿毛印刷〉

発行／黒潮町役場

【男6,167人  女6,941人】

【男661人  女616人】

【男1,774人  女2,729人】

広報
2011年／平成23年

－No.59－
2月号

　『地域の秋を楽しむ会』が11月13日（土）、
旧馬荷小学校をメイン会場として行われました。
かきせ川地域づくり協議会の主催。
　「健康ウォーク」には15人が参加、途中用意
された休憩所には特産品販売や足湯があり、
秋晴れのもと約6キロのコースを楽しみました。
　また、旧馬荷小学校では、郷土料理や山芋
汁などの販売や、幡多農業高校馬術部による乗
馬体験もあり、地域の秋を満喫しました。

元気に育ってね！元気に育ってね！元気に育ってね！

安心・便利な口座振
替をご利用ください。

●お問い合わせ
　本庁 税務課
蕁４３－２８１６

●
国
保
税
・
介
護
保
険
料

●
後
期
高
齢
者
保
険
料
…
第
8
期

2月の納税2月の納税

P.２� 特集（第５回黒潮町人権作品）

P.４� まちのできごと

P.７� 健康カレンダー

P.８� 健康知恵袋

P.９� 介護保険ガイド

P.10� みんなで支える国保会計

P.11� 備えて安心55

P.12�  役場からのお知らせ

P.17�  相談・募集・お知らせ

P.24�  くろしおっ子を紹介します！

2月号の主な内容

ご成人おめでとうございます！ご成人おめでとうございます！ご成人おめでとうございます！
皆さんのますますのご健闘とご活躍を期待しています。皆さんのますますのご健闘とご活躍を期待しています。皆さんのますますのご健闘とご活躍を期待しています。
（関連記事４ページ）
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特　　集特　　集

第
５
回
黒
潮
町
人
権
作
品
展

第
５
回
黒
潮
町
人
権
作
品
展

第
５
回
黒
潮
町
人
権
作
品
展

詩

吉尾　太成さん

三浦小学校 6年
たいせい

堀野　　響さん

入野小学校 3年
ひびき

野村　拓斗さん

三浦小学校 4年
たく と

河村　紅巴さん

拳ノ川小学校 3年
はくれ

野村　有未さん

三浦小学校 2年
あ み

小谷　栞璃さん

拳ノ川小学校 1年
しお り

土居　　翼さん

佐賀小学校 1年
つばさ

『
あ
り
が
と
う
』

入
野
小
学
校
３
年
　
中
村
　
奈
津 

さ
ん

『
大
切
な
物
』

田
ノ
口
小
学
校
５
年
　
岡
本
　
侑
大 

さ
ん

『
一
人
で
は
で
き
な
い
か
ら
…
』

伊
与
喜
小
学
校
６
年
　
打
井
　
花
子 

さ
ん

『
平
和
学
習
』

佐
賀
小
学
校
６
年
　
西
坂
　
　
彩 

さ
ん

『
人
権
に
つ
い
て
思
う
こ
と
』

入
野
小
学
校
６
年
　
澳
本
　
太
吾 

さ
ん

絵
画

ポ
ス
タ
ー

優
秀
作
品

つだ
い

ゆ
う な

こ

は
な

あ
やご

だ
い

　
黒
潮
町
教
育
委
員
会
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
差

別
を
な
く
す
た
め
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

町
内
の
児
童
・
生
徒
か
ら
人
権
作
品
（
絵
画
・

ポ
ス
タ
ー
・
書
道
・
人
権
作
文
・
詩
）
を
募

集
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
思
い
や
願
い
の
こ
も
っ
た

作
品
は
、
人
権
週
間
を
中
心
と
し
た

１２
月
２

日
か
ら

１４
日
ま
で
の
期
間
、
総
合
セ
ン
タ
ー

玄
関
ホ
ー
ル
お
よ
び
大
方
あ
か
つ
き
館
町
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
、
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
方
々

の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

伊藤　愛海さん

三浦小学校 3年
みまな

森田きらりさん

伊与喜小学校 6年

長闢　風我さん

三浦小学校 5年
がふう

松田　沙菜さん

大方中学校 1年
さ な

上岡ちひろさん

田ノ口小学校 5年

山中　花苗さん

佐賀中学校 1年
か なえ

作
　
文

松下千登世さん

伊田小学校 2年
とち せ

矢野　千寿さん

田ノ口小学校 2年
ちひろ
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特　　集特　　集

金子　　雅さん

上川口小学校 4年
みやび

金子　綾花さん

上川口小学校 6年
あや か

秋田　　桜さん

入野小学校 4年
さくら

金子　朋華さん

上川口小学校 4年
かとも

松田　竜弥さん

南郷小学校 4年
りゅうや

松岡　偉武さん

田ノ口小学校 6年
い ぶ

金子　　葵さん

上川口小学校 2年

掛橋　愛里さん

拳ノ川小学校 3年
あおい

松岡　紗希さん

大方中学校 3年
さ き

金子　史温さん

上川口小学校 1年

田辺　瑞紀さん

大方中学校 2年
きみず

松田　未来さん

大方中学校 3年
くみ

村越　葉月さん

大方中学校 2年
は づき

川村　弥生さん

大方中学校 3年
やよい

河村和乃春さん

拳ノ川小学校 4年
はのな

小橋みなみさん

入野小学校 4年

書
　
道

おんしりあい

柴田　　萌さん

大方中学校 1年
めい
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まちのできごとまちのできごと

　
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
を
祝

い
、
第
５
回
黒
潮
町
成
人
式
が
１
月

３
日
、
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
、
黒
潮
町
内
で
対
象
と
な
る

新
成
人
は
、
平
成
２
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
１

４
０
人
（
男

７７
人
、
女

６３
人
）
で
、

昨
年
よ
り
５
人
減
。
高
知
県
全
体
で

は
、
７
６
９
８
人
（
男
３
８
３
０
人
、

女
３
８
６
８
人
）
と
昨
年
を
１
６
０

人
上
回
り
、
７
年
続
い
た
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
り
ま
し
た
。

　
年
末
か
ら
元
旦
に
か
け
て
の
大
雪

も
溶
け
穏
や
か
な
晴
天
と
な
っ
た
こ

の
日
、
会
場
に
は
艶
や
か
な
着
物
や

ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
が
集
ま
り
、
久
々

の
再
開
を
喜
び
合
う
な
ど
華
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
町
長
や
県
議
会
議
員
、

町
議
会
議
長
ら
の
祝
辞
に
対
し
、
新

成
人
代
表
の
濱
村
明
日
美
さ
ん
が
答

辞
。
中
学
時
代
の
思
い
出
や
大
学
生

活
で
感
じ
る
こ
と
な
ど
を
語
る
と
と

も
に
「
人
々
の
価
値
の
多
様
化
、
少

子
高
齢
化
、
地
域
格
差
と
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
問
題
が
山
積
み
し
て
い
る
現

代
社
会
。
こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

た
く
さ
ん
の
人
々
の
支
え
に
な
れ
る

よ
う
一
人
ひ
と
り
が
思
い
や
り
を
持

ち
、
自
分
の
意
思
を
し
っ
か
り
と
持

ち
な
が
ら
社
会
の
一
員
と
し
て
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、

た
の
も
し
い
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
方
吹
奏
楽
団
に
よ
る
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
る
な
ど
、

和
や
か
な
が
ら
も
気
の
引
き
締
ま
る

式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
晴
れ
て
大
人

の
仲
間
入
り
を
さ
れ
、
社
会
の
一
員

と
し
て
自
覚
と
責
任
が
求
め
ら
れ
る

人
生
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。
苦
境
に
め
げ
る
こ
と
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
ま
い

進
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
づ
く
り
の
た
め
の
原
動
力
と
な

ら
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。

第5回 黒潮町成人式第5回 黒潮町成人式第5回 黒潮町成人式

新成人の皆さん おめでとうございます新成人の皆さん おめでとうございます新成人の皆さん おめでとうございます

答辞を述べる濱村明日美さん。将来は立派な教師に
なるのが夢とのことです。
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まちのできごとまちのできごと

　
和
紙
の
原
料
と
な
る
楮
の
蒸
し
剥

ぎ
体
験
イ
ベ
ン
ト
が

１２
月

１９
日
、
拳

ノ
川
地
区
の
「
土
佐
佐
賀
温
泉
こ
ぶ

し
の
さ
と
」
敷
地
内
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　　
同
地
区
は
か
つ
て
、
良
質
な
楮
の

産
地
と
し
て
知
ら
れ
、

５０
年
ほ
ど
前

ま
で
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
度
は
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
若
山
楮

を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、
３
年
前
か
ら

「
佐
賀
北
部
地
域
協
議
会
（
矢
野
元

会
長
）」
が
休
耕
田
や
山
の
斜
面
を

利
用
し
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
の
収
穫
量
は
１
・
２
ｔ
で
昨

年
の
２
倍
以
上
。
前
日
ま
で
に
、
協

議
会
の
メ
ン
バ
ー
や
町
職
員
ら
が
３

〜
４
ｍ
に
育
っ
た
原
木
を
刈
り
取
り

ま
し
た
。

　
朝
晩
か
な
り
冷
え
込
む
拳
ノ
川
。

当
日
は
早
朝
４
時
か
ら
専
用
の
か
ま

ど
に
火
を
入
れ
準
備
開
始
。
大
き
な

樽
を
か
ぶ
せ
て
２
時
間
ほ
ど
蒸
し
ま

す
。

　
蒸
し
た
原
木
は
根
元
の
部
分
を
両

手
で
し
っ
か
り
握
り
、
左
右
に
４
〜

５
回
ね
じ
る
と
皮
が
離
れ
て
簡
単
に

剥
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
見
物
に
来

た
方
の
中
に
は
「
懐
か
し
い
。
あ
の

作
業
が
難
し
い
が
よ
ね
」
と
経
験
者

の
女
性
も
。

　
若
山
楮
は
、
文
化
遺
産
の
修
復
に

使
わ
れ
る
和
紙
の
原
料
に
適
し
て
い

る
こ
と
か
ら
需
要
が
あ
り
、
ま
た
、

佐
賀
地
域
の
小
学
校
で
は
卒
業
証
書

を
手
漉
き
和
紙
で
自
作
す
る
な
ど
、

若
山
楮
全
盛
期
の
輝
き
を
取
り
戻
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
黒
潮
町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
と

黒
潮
町
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
「
第

５
回
黒
潮
町
少
年
駅
伝
大
会
」
が
１

月
１０
日
、
佐
賀
中
学
校
を
ス
タ
ー
ト

し
県
道
中
土
佐
佐
賀
線
を
周
回
す
る

５
区
間
６
・
７
ｋ
ｍ
の
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
外
か
ら
男
子
の
部
に

２０
チ
ー

ム
、
女
子
の
部
に

１６
チ
ー
ム
が
エ
ン

ト
リ
ー
。
連
日
続
い
た
冷
え
込
み
も

緩
み
、
晴
天
・
無
風
の
好
条
件
と
な

っ
た
今
大
会
は
、
コ
ー
ス
記
録
、
区

間
記
録
が
合
わ
せ
て

１８
も
塗
り
替
え

ら
れ
る
“
飛
躍
の
大
会
”
と
な
り
ま

し
た
。

　
早
朝
か
ら
沿
道
に
は
近
所
の
方
や

保
護
者
ら
が
陣
取
り
、
懸
命
に
走
る

選
手
が
近
づ
く
と
「
が
ん
ば
れ
！
あ

と
少
し
！
」
。
チ
ー
ム
を
問
わ
ず
熱

い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

復
活
！
　

若
山
楮
で
地
域
活
性
化

新
記
録
続
出
！
　

少
年
駅
伝
大
会

町内の楮栽培農家で紙漉き職人でもある中嶋さ
ん（左）に教わりながら皮剥ぎ作業をする大方高
校の生徒の皆さん。

樽を持ち上げると、あまい香りのする湯気の向
こうに蒸しあがったアツアツの原木が姿を現し
ます。

【
男
子
の
部
】
※
新
は
コ
ー
ス
新
記
録

１
位
　
三
崎
小
学
校
　
　
 

２４
分
３１
秒
 

新

２
位
　
具
同
ボ
ー
イ
ズ
　
　
２４
分
３３
秒
 

新

３
位
 

東
山
小
学
校
　
　
　
２４
分
４１
秒

【
女
子
の
部
】
※
新
は
コ
ー
ス
新
記
録

１
位
　
具
同
レ
イ
ン
ボ
ー
　
２５
分
２９
秒
 

新

２
位
　
中
村
南
小
学
校
　
　
２５
分
５４
秒
 

新

３
位
　
東
山
小
学
校
　
　
　
２５
分
５７
秒
 

新

【
区
間
賞
・
男
子
】
※
新
は
区
間
新
記
録

１
区
／
１
・
５
㎞
　
猪
谷
進
示

　
　
　（
三
崎
小
学
校
）
　 
５
分
４
秒

２
区
／
１
・
４
㎞
　
東
俊
介

　
　
　（
東
山
小
学
校
）
　 
５
分
７
秒

３
区
／
１
・
３
㎞
　
土
居
耕
大

　
　
　（
チ
ー
ム
三
浦
Ａ
）　
４
分
４６
秒
 

新

４
区
／
１
・
０
㎞
　
細
川
優
輝

　
　
　（
三
崎
小
学
校
）
　 
３
分
３７
秒

５
区
／
１
・
５
㎞
　
井
上
聖
也

　
　
　（
チ
ー
ム
三
浦
Ａ
）　
５
分
５
秒
 

新

【
区
間
賞
・
女
子
】
※
新
は
区
間
新
記
録

１
区
／
１
・
５
㎞
　
宮
川
成
美

　
　
　（
チ
ー
ム
入
野
Ａ
）　
５
分
６
秒
 

新

２
区
／
１
・
４
㎞
　
饌
口
菜
月

　
　
　（
具
同
レ
イ
ン
ボ
ー
）５
分
７
秒
 

新

３
区
／
１
・
３
㎞
　
山
本
玲
奈

　
　
　（
具
同
レ
イ
ン
ボ
ー
）４
分
５０
秒
 

新

４
区
／
１
・
０
㎞
　
新
谷
美
怜

　
　
　（
中
村
南
小
学
校
）　
４
分
２
秒

５
区
／
１
・
５
㎞
　
池
本
有
加
里

　
　
　（
中
村
南
小
学
校
）　
５
分
２２
秒
 

新

こ
う
ぞ
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会長に愛媛大学・若林良和教授、副会長
に高知大学・受田浩之教授、大西勝也町
長らが選出されました。

「タタキ体験をしたお客さんからお
礼の手紙が届くんですよ」と自慢す
る境文子さん。

「漁師は、悪天候でも“命をとるかカツオ
をとるか”というぎりぎりの選択をして
漁に出ている」と現場の状況を熱く語る
２人の漁労長。

◆
「
日
本
カ
ツ
オ
学
会
」
発
足

　
将
来
に
わ
た
っ
て
日
本
人
と
カ
ツ

オ
と
の
「
上
手
な
付
き
合
い
方
」
に

つ
い
て
考
え
、
カ
ツ
オ
に
関
す
る
情

報
交
換
や
多
面
的
な
事
業
を
推
進
す

る
「
日
本
カ
ツ
オ
学
会
」
が
１
月
８

日
、
黒
潮
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
発
足

し
ま
し
た
。

　
カ
ツ
オ
漁
は
平
成

２１
年
、
戦
後
最

低
の
大
不
漁
に
見
舞
わ
れ
、
一
本
釣

り
漁
師
か
ら
は
「
カ
ツ
オ
が
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
獲
れ
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
」
と
い
う
懸
念
の
声
も
挙
が
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
カ
ツ
オ
を
資
源
と
し
て

捉
え
、
そ
の
実
態
や
現
状
を
把
握
す

る
こ
と
で
カ
ツ
オ
の
保
護
や
可
能
性

を
探
っ
て
い
こ
う
と
、
全
国

１６
の
自

治
体
と
学
術
関
係
者

１２
人
を
発
起
人

に
学
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
会
に
は
カ
ツ
オ
産
業
の
盛
ん
な

自
治
体
関
係
者
や
研
究
者
ら
が
大
勢

集
ま
り
、
鹿
児
島
県
枕
崎
市
で
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
や
年
３
回
程
度
の

会
報
誌
発
行
な
ど
、
今
後
の
取
り
組

み
を
決
定
。
カ
ツ
オ
に
関
心
を
持
つ

あ
ら
ゆ
る
人
々
が
、
カ
ツ
オ
に
つ
い

て
総
合
的
に
考
え
る
機
会
を
提
供
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

◆
「
カ
ツ
オ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

　
続
い
て
開
催
さ
れ
た
「
黒
潮
一
番

地
カ
ツ
オ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
３

部
構
成
。
町
内
の
参
加
者
が
加
わ
り

熱
気
に
包
ま
れ
た
会
場
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
究
者
や

漁
業
関
係
者
ら
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
第
１
部
は
「
カ
ツ
オ
の
生
態

と
資
源
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

茨
城
大
学
の
二
平
章
研
究
員
が
「
熱

帯
海
域
で
の
巻
き
網
漁
に
よ
り
、
日

本
海
域
に
北
上
す
る
カ
ツ
オ
が
減
少

し
て
い
る
」
と
指
摘
。
「
こ
の
ま
ま

放
置
す
れ
ば
一
昨
年
の
大
不
漁
が
定

期
的
に
起
こ
る
」
と
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し

た
第
１
２
３
明
神
丸
・
明
神
正
一
漁

労
長
と
第

８８
正
丸
・
上
牧
英
雄
漁
労

長（
宮
崎
県
）は
、
「
十
数
年
前
か
ら

カ
ツ
オ
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
言

っ
て
い
る
の
に
水
産
庁
は
動
か
な
い
。

巻
き
網
漁
の
漁
獲
量
を
制
限
す
る
な

ど
国
の
介
入
が
必
要
」
と
、
現
在
の

一
本
釣
り
漁
の
課
題
を
訴
え
ま
し
た
。

　
第
２
部
は
「
カ
ツ
オ
の
利
用
と
流

通
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
高
知

大
学
の
受
田
浩
之
教
授
が
、
昨
年
行

っ
た
「
カ
ツ
オ
摂
取
に
よ
る
ア
ン
セ

リ
ン
調
査
」
を
紹
介
。
黒
潮
町
に
水

揚
げ
さ
れ
た
日
戻
り
カ
ツ
オ
の
ア
ン

セ
リ
ン
含
量
調
査
や
、
黒
潮
町
役
場

で
約
３
カ
月
に
わ
た
り
調
査
し
た
フ

リ
ッ
カ
ー
テ
ス
ト
の
結
果
（

１４
ペ
ー

ジ
参
照
）
を
も
と
に
、「
地
産
地
消

地
検
（
地
域
の
資
源
を
地
域
で
食
し
、

そ
の
健
康
増
進
効
果
を
地
域
で
検
証

す
る
）
の
取
り
組
み
を
加
速
し
て
、

強
い
ブ
ラ
ン
ド
化
の
構
築
に
生
か
す

べ
き
」
と
提
案
し
ま
し
た
。

　
第
３
部
は
「
カ
ツ
オ
の
文
化
と
地

域
の
活
性
化
を
考
え
る
」
が
テ
ー
マ
。

愛
媛
大
学
の
若
林
良
和
教
授
を
中
心

に
、
各
地
域
で
カ
ツ
オ
を
生
か
し
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
パ
ネ
リ
ス

ト
ら
が
お
国
自
慢
を
し
ま
し
た
。

　
黒
潮
町
か
ら
は
、
県
漁
協
佐
賀
統

括
支
所
女
性
部
長
の
境
文
子
さ
ん
が

昨
年
に
引
き
続
き
参
加
。

１１
年
間
携

わ
っ
て
き
た
「
カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ
体

験
隊
」
で
の
取
り
組
み
を
報
告
し
、

「
昨
年
は
修
学
旅
行
生
を
３
５
０
０

人
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
今

後
は
リ
ピ
ー
タ
ー
を
も
っ
と
増
や
し
、

『
タ
タ
キ
体
験
と
言
え
ば
黒
潮
町
』

と
言
わ
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト

の
熱
の
こ
も
っ
た
討
論
で
持
ち
時
間

を
オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
の
盛
り
上
が

り
を
見
せ
ま
し
た
。
最
後
に
会
長
の

若
林
教
授
は
「
カ
ツ
オ
の
価
値
を
一

般
の
人
た
ち
に
ど
う
伝
え
て
い
く
か
、

今
後
ど
ん
ど
ん
情
報
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

まちのできごとまちのできごと

カ
ツ
オ
の
保
護
や
可
能
性
を
探
る
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

当直医療機関一覧表
月 日 四 万 十 市 宿　毛　市

2月

06日（第1日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 筒井病院 蕁0880－66－0013

3月 06日（第1日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 大井田病院 蕁0880－66－2101

11日（建国記念の日） 山下整形外科 蕁34－0511 奥谷整形外科 蕁0880－63－1202

13日（第2日曜日） 竹本病院 蕁35－4151 大西内科胃腸科 蕁0880－63－1267

20日（第3日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 清谷医院 蕁0880－63－2302

27日（第4日曜日） 吉井病院 蕁34－5005 いなげ胃腸科内科 蕁0880－62－1113

※当直医は変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。

2月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間 健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

２
月
中
旬
か
ら
３
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

行
事
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
目
指
そ
う
！

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係
　
　
　
　
蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー
　
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）

大方地域

大方橘川集会所 9：30～10：30健 　 康 　 相 　 談16日（水）
出口集会所 10：00～12：00健康相談（ふれあいサロン）17日（木）
大方くじら保育所 9：30～11：00愛 　 育 　 相 　 談18日（金）
大方中央保育所 10：00～11：00愛 　 育 　 相 　 談22日（火）

3月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間
保健福祉センター ※13：00～13：30１歳６カ月児健診2日（水）
浮津集落センター 9：30～12：00健康相談（ふれあいサロン）3日（木）

健康相談（ふれあいサロン）4日（金） 伊田老人憩の家 9：30～12：00
上川口郷集会所 9：30～12：00

健康相談（ふれあいサロン）8日（火）
鞭集会所 9：30～12：00
保健福祉センター ※13：00～13：30乳 　 児 　 健 　 診11日（金）

2月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間

佐賀地域

総合センター 10：00～15：00佐賀ふれあいサロン15日（火）
17日（木） 上分集会所 9：30～11：00上分ふれあいサロン

老人憩の家 9：30～11：00横浜愛育健康相談21日（月）

3月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間
馬地集会所 9：30～11：00馬地ふれあいサロン2日（水）

7日（月） デイサービスセンターこぶし 13：30～16：00乳 　 児 　 健 　 診
伊与喜集会所 9：30～11：00伊与喜ふれあいサロン10日（木）
漁民センター 9：30～11：30漁民ふれあいサロン11日（金）
老人憩の家 9：30～11：00横浜愛育健康相談14日（月）

注）表中の※印は、受付時間となります。
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心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
、
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
の
発
症
に
大
き
く

関
与
す
る
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）」
が

急
増
し
て
い
ま
す
。

　
平
成

２１
年
度
の
黒
潮
町
の
健
診
結

果
で
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
と
判
定
さ
れ
た
方
は
１
７
７
人
、

（
受
診
者
の
約

１３
・
９
％
）、予
備
群

と
判
定
さ
れ
た
方
は
１
２
０
人（
受

診
者
の
約
９
％
）と
い
う
結
果
で
し
た
。

◆
生
活
習
慣
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　
あ
て
は
ま
る
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
該
当
項
目
が
多
い
方
ほ
ど
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
な
り
や
す

い
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
該
当
項
目
が
多
か
っ
た
方
は
一
度
、

ご
自
身
の
生
活
を
見
直
し
、
健
康
維

持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
Ｂ
Ｍ
Ｉ（
体
格
指
数
）で
身
長
と
体

重
の
バ
ラ
ン
ス
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が

２５
以
上
の
場
合
、
糖
尿

病
や
高
脂
血
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病

の
発
症
率
が
増
加
し
ま
す
。
ご
自
身

の
指
数
を
計
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
あ
な
た
は
大
丈
夫
？

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
を
示
す
目
安
と
し

て
腹
囲
ま
た
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
数
値
と
血
中

脂
質
・
血
圧
・
Ｈ
ｂ
Ａ
１
Ｃ
の
３
つ

の
検
査
数
値
で
判
定
さ
れ
ま
す
。

（
表
１
参
照
）

 ※
腹
囲
ま
た
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
判
定
に
加
え

て
血
中
脂
質
・
血
圧
・
Ｈ
ｂ
Ａ
１

Ｃ
の
う
ち
い
ず
れ
か
該
当
す
る
方

が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
判
定
さ
れ
ま
す
。

◆
年
に
一
度
は
健
診
を

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を

放
置
し
て
お
く
と
、
動
脈
硬
化
を
進

行
さ
せ
、
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な
い

も
の
が
多
く
、
定
期
的
な
健
診
が
生

活
習
慣
の
改
善
、
早
期
発
見
の
チ
ャ

ン
ス
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
検
査
結

果
が
基
準
値
の
範
囲
内
で
あ
っ
て
も
、

年
々
少
し
ず
つ
悪
化
し
て
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
リ
ス
ク
を
発
見
す
る

た
め
に
も
年
に
一
度
は
健
診
を
う
け

ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ
・
相
談
窓
口

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
保
健
セ
ン
タ
ー

蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

『
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
』に

注
意
！

現在、煙草を吸っている

毎日お酒を飲む

20歳の時の体重から10ｋｇ以上増加している

運動の習慣がない

ここ一年間で体重が3ｋｇ以上増加した

人と比較して食べる速度が速い

寝る前の2時間以内に夕食をとることが多い

夕食後に間食をとることが多い

朝食を食べないことが多い

睡眠で休養がとれていない

腹　　囲 男　性 女　性
85㎝以上

血中脂質

血圧

HbA1C

基　　準　　値
HDLコレステロール

中性脂肪
収縮期血圧
拡張期血圧

40mg／dl未満
150mg／dl以上
130mmHg以上
85mmHg以上
5.2以上

BMI（体格指数） 25以上

90㎝以上

やせ

18.5未満

肥満

25以上

普通

18.5～25未満

BMI＝体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）

表1　メタボリックシンドロームの判定基準�

【例】

体重76kg、身長170cm（1.70m）の方の場合

76kg÷1.70m÷1.70m＝26.3…

判定…肥満

※HbA1Cは過去1～2カ月の平均的な血糖値の状態を調べる項目です。

または

健
康
知
恵
袋
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要介護認定について
介護保険広報シリーズ炳ガ イ ド介護保険介護保険介護保険

介護保険料は大切な財源です。納付期限までにお納めを　～安心で便利な口座振替を！～

【お問い合わせ】本庁　健康福祉課　介護保険係　蕁43－2116（直通）

　介護が必要となり、介護保険サービスの利用を希望するときは、『要介護認定』を受ける必要があ
ります。要介護認定とは、心身の状態の改善が見込まれるかどうかや、どれくらいの介護の時間が必
要かを審査するもので、申請から認定まで１カ月程度かかります。

◆ 介護保険サービスが必要になったら、まず申請してください。

申　　　請

　介護保険サービスの利用を希望する方は、黒潮町の介護保険担当係へ介護保険証（※40歳以上
65歳未満の方は医療保険の被保険者証）を添えて申請してください。申請は、本人、家族の他、ケア
マネジャー、成年後見人、居宅介護支援事業者、地域包括支援センターなどにも頼めます。

審査・判定

　認定調査結果と医師の意見書を基に保健・医療・福祉の各分野の専門家で構成される介護認定
審査会で、介護の必要度や状態の維持・改善の可能性の審査を行います。

認定・通知

自立（非該当）

☆ ☆ ☆  要介護認定  ☆ ☆ ☆

　審査判定結果にもとづいて、「自立（非該当）」「要支援1・2」「要介護1～5」の区分に分けて
認定し、その結果を通知します。介護保険証も同封して送付します。

＜介護保険以外の保健福祉
サービスを利用＞

※生活機能の低下している
方は地域支援事業の介護
予防サービスを利用

認定調査（訪問調査）

　認定調査員が自宅や施設を訪問し、心身の状況などについて本人や家族などに聞き取り調査
をします。

～認定結果に応じて、必要なサービスが利用できます～

要支援1・2
＜介護保険＞

を利用できます。
（地域包括支援センターが
ケアプランを作成します。）

要介護1～5
＜介護保険＞

を利用できます。
（居宅介護支援事業者がケ
アプランを作成します。）

医師の意見書

　主治医から介護を必要とする原因疾患などについての意見書を提出してもらいます。

（役場から医療機関に依頼します。）

介護予防サービス 居宅・施設サービス
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国保会計国保会計国保会計みん な で ささ える

　今回は、医療費と国保税について説明します。国保税は医療費を支える大切な財
源です。国保は加入者の助け合いの地域医療保険制度です。

助け合いの地域医療保険

国保税は医療費を支える大切な財源です

○お問い合わせ　本庁　健康福祉課　国保係　蕁43－2116（直通）

届きます、くすり代の通知

知って得する豆知識

　黒潮町では、昨年8月から「ジェネリック医薬
品使用促進通知」を行っています。効き目はほ
ぼ同じで値段は約半分のジェネリック医薬品。
毎月、くすりをもらった方の中から抽出し、約
150人の方に送付しています。
　通知のあった方は、中身をご確認ください。
お問い合わせは国保係まで。

まだ受診できます、特定健診

ほっと コーナー

　病気予防や健康づくりを目的に、特定健康診
査（生活習慣病のチェック）を行っています。す
でに、今年度の集団健診は終わりましたが、かか
りつけの病院などでも受診ができます。病院に
行くついでに、同時受診ができます。受診の際、「受
診券」などが必要ですので、国保係に連絡をお願
いします。「受診券」など必要書類を郵送します。

医療費に占める�  
国保税の割合は？

県内市町村の 
国保税の割合は？

医療費抑制�  
作戦その1 

医療費抑制�  
作戦その2 

　高知県内、34市町村の医療費に占める国保税の割合は、
平均で23.7パーセントとなっています。
�もっとも高いのは高知市の27.1パーセント。もっとも低
いのは大豊町の13.0パーセントです。

県内市町村の平均は23.7パーセントです知っていますか 19

　ジェネリック医薬品（後発医薬品）をご存知ですか。効き
目はほぼ同じで、値段は約半分の医薬品です。
　黒潮町では昨年8月から、ジェネリック医薬品使用促進通
知を始めています。

ジェネリック医薬品の使用促進知っていますか 20

　平成20年度から、国の制度改正により特定健康診査が始
まりました。病気になる前に健康診査を受け、病気の予防、
健康づくりに努めましょう。
　健康診査は病院などでも受診できます。

特定健康診査の受診推進知っていますか 21

　黒潮町の平成20年度の1人当たりの医療費は297,000円、
国保税は53,000円です。
　国保税の占める割合は17.8パーセントとなります。

1人当たり17.8パーセントです知っていますか 18



広報くろしお  №59　2011（平成23）年2月号潭

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
56

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　 
　 

災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　 
　 

災
害
へ
の
備
え
〜

●このページの記事に関するお問い合わせは、以下にお願いします。
【本庁】総務課 消防防災係 蕁43－2112（直通）　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第１係 蕁55－3113（直通）

　
１
月
９
日
、
恒
例
の
消
防
団

出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
の
ほ
か
、
女
性
防

火
ク
ラ
ブ
、
消
防
署
員
な
ど
関

係
者
約
３
０
０
人
が
大
方
庁
舎

の
駐
車
場
に
会
し
、
表
彰
式
や

消
防
車
両
の
点
検
な
ど
の
開
会

式
典
を
行
い
、
万
が
一
の
火
災

に
備
え
、
ま
た
、
大
災
害
に
備

え
地
域
の
防
災
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
関
係
機
関
が
、
と
も

に
今
年
の
活
動
の
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

　
開
会
式
典
後
は
、
蛎
瀬
川
の

堤
防
に
て
一
斉
放
水
を
行
い
、

大
方
地
域
か
ら
佐
賀
地
域
へ
車

両
パ
レ
ー
ド
、
佐
賀
新
港
か
ら

佐
賀
庁
舎
ま
で
を
徒
歩
と
車
両

に
よ
る
分
列
行
進
を
行
い
ま
し

た
。

　
火
災
は
も
と
よ
り
、
災
害
の

少
な
い
一
年
で
あ
る
こ
と
を
願

い
つ
つ
、
地
域
の
安
全
・
安
心

を
支
え
る
消
防
団
の
皆
さ
ん
が

今
年
も
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

消
防
団
の
活
動
に
対
す
る
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
地
域
に
密
着
し
て
い
る
消
防

団
は
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
た
め
、
地

域
防
災
の
要
と
し
て
、
火
災
発

生
時
の
消
火
活
動
、
地
震
や
風

水
害
な
ど
の
大
規
模
災
害
発
生

時
の
救
助
・
救
出
活
動
、
警
戒

巡
視
、
災
害
防
御
活
動
な
ど
を

行
い
、
地
域
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
り
続
け
て
き
た
歴
史
が

あ
り
、
ま
た
、
災
害
発
生
時
だ

け
で
な
く
、
平
常
時
に
お
い
て

も
訓
練
、
防
火
指
導
、
広
報
活

動
な
ど
、
防
災
力
の
向
上
や
地

域
に
密
着
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
な
ど
を
行
い
「
地
域
の
防

災
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
深
い
信

頼
を
得
て
い
ま
す
。

　
か
け
が
え
の
な
い
私
た
ち
の

町
を
あ
な
た
の
力
で
「
安
心
」

の
町
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
ご
相
談
・
ご
連
絡
は

　
最
寄
り
の
消
防
分
団
、
ま
た

は
下
記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

　
日
本
消
防
協
会
の
安
全
で
災

害
に
強
い
地
域
づ
く
り
推
進
事

業
（
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
実
践
活

動
モ
デ
ル
事
業
）
を
活
用
し
、

上
川
口
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
ヘ

ル
メ
ッ
ト
や
テ
ン
ト
な
ど
、
防

災
訓
練
や
防
災
学
習
で
使
用
す

る
資
機
材
を
購
入
し
ま
し
た
。

 　
ク
ラ
ブ
の
代
表
者
で
あ
り
、

上
川
口
分
団
長
で
も
あ
る
林
さ

ん
は
「
正
式
な
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
と
し
て
は
ま
だ
結
成
し
た
ば

か
り
で
、
大
き
な
取
り
組
み
は

で
き
て
い
な
い
が
、
今
回
購
入

し
た
資
機
材
を
有
効
に
使
っ
て
、

こ
れ
ま
で
学
校
で
学
ん
だ
こ
と

や
地
域
で
活
動
し
て
き
た
こ
と

（
写
真
参
照
）を
発
展
さ
せ
、
少

し
で
も
地
域
の
安
心
や
安
全
に

つ
な
が
る
活
動
を
し
て
い
き
た

い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。

 　
な
お
、
こ
の
事
業
は
、
財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
災

害
に
強
い
地
域
づ
く
り
推
進
の

た
め
、
日
本
消
防
協
会
に
対
し

宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
費
を
助

成
金
と
し
て
交
付
し
た
財
源
を

活
用
し
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。

黒
潮
町
消
防
団
出
初
式

消
防
団
員
募
集
！！

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
が

防
災
資
機
材
を
購
入

し
ま
し
た

〜
宝
く
じ
助
成
事
業
〜

蛎瀬川での一斉防水

購入した資機材を確認する林代表

一人暮らしの高齢者宅に自分たちでついた
もちを配るクラブ員たち

分列行進での町長観閲（佐賀郵便局付近）
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ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
、
契
約

後
一
定
期
間
内
な
ら
消
費
者
か
ら
一

方
的
に
無
条
件
で
契
約
を
解
除
で
き

る
権
利
で
す
。

　
突
然
の
業
者
か
ら
の
訪
問
や
電
話

で
、
必
要
の
な
い
も
の
を
買
わ
さ
れ

て
し
ま
っ
た
…
。

　
そ
ん
な
あ
な
た
の
「
し
ま
っ
た
！
」

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
強
い
味
方

そ
れ
が
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
す
。

　
た
だ
し
、
自
動
車
、
使
用
し
て
し

ま
っ
た
消
耗
品
な
ど
、
一
部
適
用
さ

れ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

【
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法
】

①
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
を
含

め
て
、
定
め
ら
れ
た
期
間
内
（
下

表
参
照
）
に
は
が
き
な
ど
の
書
面

で
通
知
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
し
て
い
る

場
合
は
、
信
販
会
社
に
も
同
時
に

通
知
し
ま
し
ょ
う
。

②
「
契
約
を
解
除
す
る
」
旨
を
記
入

し
、
代
金
の
返
金
、
商
品
の
引
取

り
な
ど
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

③
は
が
き
の
両
面
コ
ピ
ー
を
と
っ
て

お
き
、
は
が
き
は
「
簡
易
書
留
」

か
「
特
定
記
録
郵
便
」
で
郵
送
し

ま
し
ょ
う
。

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

困
っ
た
と
き
の
強
い
味
方
！

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

●代金を払っている場合　　　私が支払った代金○○○○円を至急返金してください。
●商品を受け取っている場合　私が受け取った商品を、貴社の費用でお引き取りください。

取 引 内 容

契約トラブルや悪質商法、多重債務などで悩んでいませんか？
ひとりで悩まず、まずはお電話ください。

○お問い合わせ　本庁 産業推進室 商工観光係　蕁43－2113（直通）

期間

訪問販売 8日

電話勧誘販売 電話で勧誘し、申込を受ける販売 8日

生命・損害保険契約 店舗外での、契約期間一年を超える生命保険・損害保険契約 8日

信販会社あて

○
○
○
○
○
○
○

　
　
　
　
　
　
　
○
○
○
○
○
○
○

　
　
　
　
○
○
○
信
販
株
式
会
社
　
御
中

　
　
　
　
通
　
知
　
書

　
私
は
次
の
契
約
を
解
除
し
ま
す
。

　
　
契
約
年
月
日
　
　
平
成
○
年
○
月
○
日

　
　
商
品
名
　
　
　
　
○
○
○
○

　
　
契
約
金
額
　
　
　
○
○
○
○
円

　
　
販
売
業
者
名
　
　
○
○
株
式
会
社
○
○
営
業
所

　
　
　
平
成
○
年
○
月
○
日

　
　
高
知
県
幡
多
郡
黒
潮
町
○
○
番
地

　
　
氏
　
名

販売会社あて

○
○
○
○
○
○
○

　
　
　
　
　
　
　
○
○
○
○
○
○
○

　
　
　
　
○
○
○
株
式
会
社
　
　

　
　
　
　
　
　
代
表
者
　
○
○
○
○
　
様

　
　
　
　
通
　
知
　
書

　
私
は
次
の
契
約
を
解
除
し
ま
す
。

　
　
　
契
約
年
月
日
　
　
平
成
○
年
○
月
○
日

　
　
　
商
品
名
　
　
　
　
○
○
○
○

　
　
　
契
約
金
額
　
　
　
○
○
○
○
円

　
　
　
販
売
担
当
者
　
　
○
○
○
○
氏

　
　
　
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

　
平
成
○
年
○
月
○
日

　
　
　
高
知
県
幡
多
郡
黒
潮
町
○
○
番
地

　
　
　
氏
　
名

自宅への訪問販売、キャッチセールス、アポイントメントセールス（電話などで
販売目的を告げずに事務所などに呼び出して販売）など

連鎖販売取引
（マルチ商法）

20日個人を販売員として勧誘し、さらに次の販売員を勧誘させる形で、販売組織を
連鎖的に拡大して行う商品・役務の販売�

業務提供誘引販売取引 20日「仕事を提供するので収入が得られる」と誘引し、仕事に必要であるとして、商
品などを売って金銭負担を負わせる取引

クレジット契約

8日個別信用購入あっせんにおいて、訪問販売・電話勧誘販売・特定継続的役務提
供等契約による与信契約

20日個別信用購入あっせんにおいて、連鎖販売（店舗などを用いず個人間で行われ
るものに限る）・業務提供誘引販売契約による与信契約

宅地建物取引 8日店舗外での宅地建物の売買契約
宅建業者が売り主になるもののみ

特定継続的役務提供 8日
長期・継続的な役務の提供とこれに対する高額の対価を約する取引
（現在、エステ、語学教室、家庭教師、学習塾、結婚相手紹介サービス、パソコン
教室の6役務が対象）
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◆
平
成

２３
年
度
の
町
県
民
税
の
申
告

に
つ
い
て

　
平
成

２３
年
１
月
１
日
現
在
黒
潮
町

に
住
所
が
あ
る

２０
歳
以
上
の
方
全
員

に
申
告
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
申
告
書
が
届
い
た
方
は
、
前
年
の

１
月
か
ら

１２
月
ま
で
の
１
年
間
の
収

入
な
ど
に
つ
い
て
申
告
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
こ
の
申
告
書
は
国
民
健
康
保
険
税
・

介
護
保
険
料
の
申
告
書
も
兼
ね
て
い

ま
す
の
で
、
収
入
が
無
い
場
合
で
も
、

そ
の
旨
記
載
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
結
果
は
、
町
県
民
税
を
適
正

に
課
税
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
な

る
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び

介
護
保
険
料
の
算
定
資
料
と
し
て
も

使
い
ま
す
。
　
　

　
ま
た
、
所
得
証
明
書
な
ど
の
税
務

証
明
の
基
礎
資
料
と
し
て
も
使
い
ま

す
の
で
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
告
の
際
に
必
要
な
も
の
】

①
印
鑑
（
認
印
）

②
収
入
や
経
費
が
分
か
る
も
の
（
給

与
支
払
報
告
書
、
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
、
自
営
業
の
方
は
、

収
支
が
分
か
る
も
の
）

③
生
命
保
険
や
地
震
保
険
の
控
除
証

明
書

④
国
民
年
金
等
の
支
払
証
明
書

⑤
医
療
費
の
領
収
書

⑥
住
宅
取
得
特
別
控
除
を
受
け
ら
れ

る
場
合
は
、
金
融
機
関
の
年
末
残

高
証
明
書

【
提
出
期
限
】

３
月

１５
日（
火
）

※
申
告
書
の
提
出
が
無
い
場
合
は
、

①
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

②
所
得
証
明
書
な
ど
の
交
付
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
各
種
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
告
に
必
要
な
書
類
な
ど
の
確
認

や
申
告
の
要
否
に
つ
い
て
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
軽
自
動
車
の
手
続
き
に
つ
い
て

　
軽
自
動
車
税
は
、
賦
課
基
準
日
の

４
月
１
日
に
所
有
し
て
い
る
方
に
課

税
さ
れ
ま
す
。

　
乗
れ
な
く
な
っ
た
原
付
バ
イ
ク
や

軽
自
動
車
な
ど
は
、
３
月
末
ま
で
に

廃
車
手
続
き
を
行
わ
な
い
と
、
新
年

度
も
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
年
の
途
中
で
譲
渡
し
た
場

合
も
、
名
義
変
更
な
ど
の
手
続
き
を

行
っ
て
い
な
い
場
合
や
、
手
続
き
が

遅
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
元
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
手
続
き
は
軽
自
動
車
の
種

類
に
よ
っ
て
受
付
場
所
が
異
な
り
ま

す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
個
人
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
の

「
納
期
前
納
付
報
奨
金
制
度
」
が

廃
止
と
な
り
ま
す
。

　
前
納
報
奨
金
制
度
は
、
納
税
意
識

の
向
上
と
税
収
の
早
期
確
保
を
目
的

に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
が
、
そ
の

目
的
は
納
税
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
概
ね
達
成
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
制
度
は
、

個
人
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）
と
固

定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
が
対
象
で

あ
り
、
特
別
徴
収
に
よ
る
納
税
義
務

者
に
つ
い
て
は
対
象
外
の
た
め
、
こ

の
制
度
が
利
用
で
き
な
い
こ
と
か
ら

不
公
平
が
生
じ
て
お
り
ま
し
た
。

　
更
に
、
平
成

２１
年
度
か
ら
は
特
別

徴
収
未
実
施
事
業
者
に
対
す
る
特
別

徴
収
義
務
者
の
指
定
を
行
う
な
ど
、

特
別
徴
収
へ
の
推
進
と
税
制
度
の
改

正
に
伴
う
公
的
年
金
受
給
者
に
対
す

る
特
別
徴
収
制
度
が
開
始
と
な
り
、

不
公
平
感
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
き

ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
不
公
平
感
を
是

正
す
る
た
め
、
個
人
町
県
民
税
に
つ

い
て
は
平
成

２３
年
４
月
１
日
か
ら
、

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
平
成

２４
年

４
月
１
日
か
ら
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
納
期
前
納
付
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
納
税
者
の
皆

様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
制
度
廃
止
に
つ
き
ま
し
て
、
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　【
大
方
地
域
】

　
本
庁 

税
務
課 

住
民
税
係

蕁
４
３
―
２
８
１
６（
直
通
）

　【
佐
賀
地
域
】

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
１
係

蕁
５
５
―
３
１
１
１（
直
通
）

　
こ
の
催
し
は
、
『
広
げ
よ
う
　
人

権
の
わ
』
を
テ
ー
マ
に
人
権
意
識
の

普
及
、
高
揚
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
同
和
問
題
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
学
び
や
実
践
し
て
き
た

こ
と
を
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々

に
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

２
０
１
１
大
方
人
権
ま
つ
り

〜
第
２２
回
解
放
の
ま
つ
り
〜

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
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【
催
し
・
発
表
部
門
】

日
時
／
２
月

１９
日（
土
）午
前
９
時
〜

場
所
／
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

・
大
方
中
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏

・
町
内
（
大
方
地
域
）
小
・
中
学
生

に
よ
る
人
権
作
文
発
表

・
浜
松
解
放
子
ど
も
会
（
オ
ペ
レ
ッ

タ
・
劇
　
ほ
か
）

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
参
加
者
の
方
々

・
女
性
学
級
・
黒
潮
町
職
員
労
働
組

合
部
落
解
放
研
究
部
（
劇
）

・
大
方
中
央
保
育
所
（
う
た
・
踊
り
）

・
大
正
琴
教
室
参
加
者
の
方
々

・
保
・
小
・
中
学
校
教
職
員
（
歌
）

・
お
ら
ん
く
の
先
人
紹
介

【
記
念
公
演
】
午
後
１
時

３０
分
〜

 【
出
店
】

　
ち
ら
し
寿
司
、
炊
き
込
み
ご
飯
、

な
ま
こ
、
た
た
き
、
じ
ゃ
こ
飯
、
花

の
苗
、
グ
ア
バ
茶
、
ぷ
ち
お
好
み
焼

き
、
コ
ー
ヒ
ー
、
綿
菓
子
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
、
日
本
そ
ば
、
お
菓
子
、

や
き
と
り
、
お
で
ん
　
な
ど
の
販
売

※
販
売
は
催
し
終
了
後
に
開
始
し
ま
す
。

【
展
示
部
門
】

日
時
／
２
月

１６
日（
水
）〜

２０
日（
日
）

場
所
／
大
方
あ
か
つ
き
館

　
小
学
生
人
権
標
語
、
小
・
中
学
生

人
権
作
品
（
書
道
・
絵
・
ポ
ス
タ
ー
・

詩
な
ど
）、
大
方
中
央
保
育
所
児
童

作
品
、
大
方
生
華
園
・
大
方
誠
心
園

活
動
紹
介
、
町
民
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

活
動
紹
介

○
お
問
い
合
わ
せ

大
方
町
民
館
（
２
０
１
１
大
方
人

権
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
）

　
蕁
４
３
―
１
２
０
４（
直
通
）

　
平
成

２２
年

１０
月
１
日
を
基
準
日
に

実
施
し
ま
し
た
「
平
成

２２
年
国
勢
調

査
」
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
無
事
に
調
査
・
審
査
・

提
出
が
完
了
し
ま
し
た
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
調
査
期
間
中
に
お
き
ま
し
て
は
、

報
道
で
よ
く
他
市
町
村
に
お
い
て
の

事
例
な
ど
あ
り
ま
し
た
が
、
黒
潮
町

で
は
事
故
や
混
乱
な
ど
な
く
、
調
査

お
よ
び
審
査
を
行
え
ま
し
た
。

　
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

１２

月
に
県
か
ら
「
平
成

２２
年
国
勢
調
査

高
知
県
人
口
速
報
（
暫
定
値
）」
に

て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
高
知
県
で
は

前
回
調
査
（
平
成

１７
年
）
よ
り
３
万

２
０
１
１
人
減
少
の

７６
万
４
２
８
１

人
、
世
帯
数
は
２
６
７
５
世
帯
減
少

の
３２
万
１
７
６
４
世
帯
と
な
り
、
黒

潮
町
で
は
１
０
６
７
人
減
少
の
１
万

２
３
７
０
人
、
世
帯
数
は
１
６
１
世

帯
減
少
の
５
０
１
２
世
帯
と
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
県
速
報
値
は
総
務

省
統
計
局
が
公
表
予
定
の
「
人
口
速

報
集
計
（
２
月
予
定
）」
の
数
値
と

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
少
子
化
・
高
齢
化
の
基
本

デ
ー
タ
な
ど
も
順
次
、
公
表
（
総
務

省
統
計
局
、

１０
月
公
表
予
定
の
「
人

口
等
基
本
集
計
」
な
ど
）
し
て
い
き

ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係

　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

◆
フ
リ
ッ
カ
ー
テ
ス
ト
と
は

　
覚
醒
レ
ベ
ル
を
反
映
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
お
り
、
精
神
疲
労
や
眼
精

疲
労
な
ど
の
指
標
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
実
験
方
法
で
す
。

◆
実
験
の
目
的

　
カ
ツ
オ
や
マ
グ
ロ
な
ど
の
回
遊
魚

は
、
長
距
離
を
移
動
す
る
た
め
筋
肉

中
に
疲
労
回
復
効
果
の
あ
る
「
ア
ン

セ
リ
ン
」
と
い
う
物
質
を
含
ん
で
い

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
高
知
大
学
の
受
田
浩
之
教
授
監
修

の
も
と
、
こ
の
テ
ス
ト
を
用
い
て
、

カ
ツ
オ
を
一
定
量
食
べ
る
週
と
食
べ

な
い
週
で
眼
精
疲
労
に
ど
れ
だ
け
差

が
出
る
か
を
調
査
。
黒
潮
町
に
水
揚

げ
さ
れ
た
カ
ツ
オ
の
疲
労
回
復
効
果

を
検
証
し
、
黒
潮
町
産
カ
ツ
オ
の
ブ

ラ
ン
ド
化
な
ど
に
生
か
す
も
の
で
す
。

◆
実
験
の
方
法

第
１
週
目
／
カ
ツ
オ
を
食
べ
な
い

第
２
週
目
／
カ
ツ
オ
を
毎
日
１
０
０
ｇ

食
べ
る

第
３
週
目
／
カ
ツ
オ
を
食
べ
な
い

第
４
週
目
／
カ
ツ
オ
を
食
べ
な
い

第
５
週
目
／
カ
ツ
オ
を
毎
日
１
０
０
ｇ

食
べ
る

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

記念講演は、しまむらかず
おさんによるトーク＆コ
ンサート

装置の黒い筒の部分を覗くと
点滅している光が見え、その
点滅速度を上げてもちらつき
を知覚できれば疲労度は低く、
逆に知覚できなければ疲労が
溜まっていると判断します。

平
成
２２
年
国
勢
調
査
に
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

カ
ツ
オ
摂
取
に
お
け
る
「
フ
リ
ッ

カ
ー
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

※
以
上
の
食
生
活
で
午
前
９
時
と
午

後
５
時
の
１
日
２
回
、
フ
リ
ッ
カ

ー
テ
ス
ト
を
実
施
。

２０
歳
代
か
ら

５０
歳
代
ま
で
の
役
場
職
員

２６
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

◆
実
験
結
果

　
全
体
の
平
均
値
を
見
る
と
、
薬
の

よ
う
な
明
ら
か
な
効
果
ま
で
は
見
ら

れ
な
い
も
の
の
、
一
部
の
被
験
者
（
特

に
年
齢
が
高
い
者
）に
カ
ツ
オ
を
食

べ
た
週
に
フ
リ
ッ
カ
ー
値
が
上
昇
す

る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

カ
ツ
オ
に
疲
労
回
復
効
果
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
現
し
て
い
ま
す
。

　
年
齢
や
職
種
な
ど
被
験
者
を
限
定

し
て
実
験
す
る
こ
と
で
、
効
果
の
現

れ
や
す
い
条
件
や
群
な
ど
を
見
出
せ

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
今

後
は
そ
れ
を
ブ
ラ
ン
ド
化
の
構
築
に

ど
う
生
か
す
か
、
検
討
し
な
が
ら
検

証
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
黒
潮
町
体
育
会
で
は
、
町
の
体
育

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
顕
著
な
功

績
を
あ
げ
た
個
人
お
よ
び
団
体
に
対

し
て
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
推
薦
基
準
を
参
考
に
し
、
多
く
の

推
薦
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
推
薦
基
準
】

①
原
則
と
し
て
、
黒
潮
町
に
住
所
を

有
す
る
者
な
ら
び
に
黒
潮
町
出
身

者
で
あ
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

振
興
の
た
め
の
企
画
、
ま
た
は
指

導
の
た
め
に
地
域
や
職
場
、
団
体

に
お
い
て

１０
年
以
上
に
わ
た
り
率

先
し
て
参
加
し
、
現
在
も
熱
心
に

指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
個
人
。

②
県
下
競
技
会
（
新
人
戦
は
除
く
）

に
お
い
て
、
優
勝
も
し
く
は
準
優

勝
の
成
績
を
あ
げ
た
中
学
生
以
上

の
個
人
、
ま
た
は
団
体
。

【
締
切
日
】
２
月

１０
日（
木
）

【
表
彰
式
】

日
時
／
３
月
中
旬（
午
後
７
時
〜
）※
予
定

会
場
／
大
方
あ
か
つ
き
館

○
お
問
い
合
わ
せ

　
黒
潮
町
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係

蕁
５
５
―
３
１
９
０（
直
通
）

【
日
時
】

２
月

２０
日（
日
）午
前
９
時

３０
分
〜
午
後
１
時

【
場
所
】

保
健
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー「
こ
ぶ
し
」

【
内
容
】

・
い
き
い
き
長
寿
賞
表
彰
式

・
講
演
会

　
講
師
は
、
健
康
生
活
づ
く
り
を
事

業
主
体
と
し
て
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
を

行
っ
て
い
る
会
社
「
カ
イ
テ
ッ
ク
」

の
樋
口
恵
子
さ
ん
。
演
題
は
、
誰
も

が
気
に
な
る
「
心
も
身
体
も
健
康
に

な
る
お
話
」
で
す
。

・
抽
選
会

　
豪
華
景
品
の
当
た
る
抽
選
会
な
ど
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。
送
迎
バ
ス
の
運
行
を
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
集
っ
て
ご
来

場
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 
保
健
セ
ン
タ
ー

蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

 
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

◆
人
と
の
つ
き
あ
い
が
ど
う
も
う
ま

く
い
か
な
い
。

◆
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
し
ま
っ

て
、
よ
く
眠
れ
な
い
。

◆
な
に
を
す
る
の
も
い
や
に
な
り
、

家
に
と
じ
こ
も
っ
て
い
る
日
々
が

続
い
て
い
る
。

　
な
ど
、
心
に
ゆ
と
り
が
無
く
な
っ

て
、
悩
ん
だ
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
そ
ん
な
時
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
 

　
保
健
師
な
ど
に
よ
る
電
話
相
談
・

面
接
相
談
は
、
随
時
お
受
け
し
て
い

ま
す
。
保
健
所
で
は
、
相
談
さ
れ
る

内
容
に
よ
っ
て
、
精
神
科
嘱
託
医
の

相
談
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
・
相
談
窓
口

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

 
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

 
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

 
保
健
セ
ン
タ
ー

 
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

 
幡
多
福
祉
保
健
所 

健
康
障
害
課

 
精
神
保
健
福
祉
担
当

 
蕁
３
４
―
５
１
２
４
　
ま
た
は
、

 
蕁
３
５
―
５
９
７
９

第
５
回
黒
潮
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
へ
の

推
薦
を
お
願
い
し
ま
す
！

「
元
気
い
き
い
き
町
民
の
集
い
」

を
開
催
し
ま
す
！

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

 

 

1 2 3 4 5

■特に顕著に効果が現れているケース
カツオを食べた２週目と５週目にフリッカー値が高く
なっているのが分かります。
縦軸：フリッカー値／横軸：実験期間（週）

（カツオ摂取） （カツオ摂取）

29.0 

28.0 

27.0 

26.0 

25.0

24.0

全年代　red 9 : 00
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まちの掲示板まちの掲示板
「
小
・
中
学
校
」
指
定
学
校
の
変
更

（
校
区
外
就
学
）
が
で
き
ま
す

　
黒
潮
町
で
は
、
平
成

２３
年
度
黒

潮
町
立
小
・
中
学
校
へ
の
就
学
予

定
者
に
入
学
通
知
書
を
送
付
し
ま

し
た
。

　
児
童
の
就
学
校
は
、
住
民
基
本

台
帳
に
基
づ
い
た
住
所
に
よ
っ
て
、

教
育
委
員
会
が
指
定
し
ま
す
。
し

か
し
、
保
護
者
の
申
し
立
て
に
よ

り
、
指
定
学
校
を
変
更
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
認
め
ら
れ
た
場
合

（
地
理
的
条
件
・
中
学
校
の
部
活

動
・
い
じ
め
・
そ
の
他
）
は
、
黒

潮
町
内
の
ほ
か
の
学
校
に
就
学
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
下
記
「
黒
潮
町
通
学
区
（
校
区
）

外
通
学
許
可
基
準
」
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

　
や
む
を
得
ず
就
学
校
の
変
更
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委
員
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
黒
潮
町
教
育
委
員
会

　
学
校
教
育
係

　
蕁
５
５
―
３
１
９
０（
直
通
）

教

育

委

員

会

会

教

育

委

員だ

よ

り

■黒潮町通学区域（校区）外通学許可基準

No. 事由 許可基準 対象学年 許可期間 添付書類

1
学期途中で転居した場合で、引き
続き在籍していた学校に就学する
場合（通学可能な場合に限る）

学期途中で転居
した場合

原則転居した学
期末までとし最
長卒業まで

住民票異動届の写し小中学校
全学年

6
兄姉がすでに指定学校の変更の許
可を受けている場合で、弟妹が一
緒の学校に就学する場合

兄姉と同じ学校
の場合

卒業まで 指定学校変更許可通知書の写
し

小中学校
全学年

2

保護者が共働きなどで留守になる家
庭で、放課後の児童安全確保が困難
なため、祖父母宅などの住所に基づ
く通学区域の小学校に就学する場合

留守家庭の場合 事由が解消する
まで

勤務証明書、保護承諾書など
で必要性が証明できる書類

小学校
全学年

3

近い将来（おおむね6カ月以内）転
居することが確定しており、あら
かじめ転居先の住所に基づく通学
区域の学校に就学する場合

転居予定の場合 住民票異動日ま
で（原則6カ月
以内）

建築確認通知書の写し、売買
契約書の写し、賃貸借契約書
の写しなど確認できる書類

小中学校
全学年

5

中学校に進学する場合で、小学校で
既に通学区域外の就学が許可されて
おり、引き続き卒業する小学校のあ
る通学区域の中学校に就学する場合

指定学校の変更
を継続する場合

原則学年末まで
とし最長卒業ま
で

指定学校変更許可通知書の写
し

小学校
6年生

7

中学校に進学する場合で、指定学
校に希望する部活動がない場合（原
則隣接する通学区域にある中学校
の希望する部活動に入部する場合）

部活動がない場
合

卒業まで 在籍学校長の意見書など小学校
6年生

8

いじめや登校拒否、家庭の事情に
より住民票の異動ができないなど、
指定学校を変更することが適当と
認められる場合

教育上の配慮の
場合

必要と認められ
る期間

在籍学校長の意見書、賃貸借
契約書の写し、民生委員など
による居住証明書など

小中学校
全学年

9

通学区域の境界付近に居住している
場合などで、本来の指定学校と隣接
する指定学校までの通学距離や安全
面を考慮して変更を認められる場合

地理的事情の場
合

卒業まで小中学校
全学年

10

上記以外で、特に教育委員会が保
護者の申し立てにやむをえない理
由があると認められる場合

特別な事情の場
合

必要と認められ
る期間

小中学校
全学年

4

児童生徒の障がいや病気、虚弱な
どで通学距離および通学途中の安
全確保ならびに病気治療などのた
め、その事情に相応した通学区域
外の学校に通学することが適当で
あると認められる場合

心身の理由の場
合

心身の理由が回
復するまで又は
卒業まで

就学指導委員会の答申、医師
の診断書などの証明できる書
類

小中学校
全学年
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まちの掲示板まちの掲示板

◆
通
信
制
過
程
は
自
宅
で
の
自
学

自
習
が
基
本
で
す
。

　
通
信
制
で
は
、
次
の
よ
う
な
学

習
方
法
で
高
校
の
卒
業
資
格
が
取

れ
ま
す
。

①
教
科
書
や
学
習
書
を
参
考
に
し

な
が
ら
自
宅
で
レ
ポ
ー
ト
を
作

成
・
添
削
指
導
を
受
け
る
。

②
日
曜
日
に
は
、
授
業
形
式
で
先

生
か
ら
指
導
を
受
け
る
ス
ク
ー

リ
ン
グ
を
実
施
。（
水
曜
日
は

補
充
日
）

③
前
期
・
後
期
の
最
後
に
、
そ
れ

ま
で
に
学
習
し
た
レ
ポ
ー
ト
の

ま
と
め
と
し
て
テ
ス
ト
を
実
施
。

④
決
め
ら
れ
た
回
数
の
ス
ク
ー
リ

ン
グ
を
受
け
、
締
め
切
り
ま
で

に
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
、
テ
ス

ト
に
合
格
す
れ
ば
単
位
認
定
。

　
こ
の
よ
う
な
方
法
で
、
必
履
修

科
目
を
含
め
て
、

７４
単
位
以
上
単

位
取
得
で
き
れ
ば
高
校
の
卒
業
資

格
が
得
ら
れ
ま
す
。
３
年
間
で
卒

業
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◆
現
在
、
１５
歳
〜
６０
歳
代
の
生
徒

が
在
学
し
て
い
ま
す
。

　
遠
足
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
生

徒
会
を
中
心
に
し
た
学
校
行
事
や

自
主
的
な
部
活
動
な
ど
、
生
徒
同

士
の
交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
納
入
金
は
、
教
材
や
諸
経
費
と

し
て
年
間
で
約
４
万
２
千
円
で

す
。

◆
入
学
者
選
抜
に
つ
い
て

【
入
学
定
員
】
１
０
０
人

【
入
学
資
格
】

　
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た

は
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
の
学
力
の

あ
る
方

【
出
願
期
間
】

・
前
期
１
次

 
３
月
７
日（
月
）〜
９
日（
水
）

・
前
期
２
次

 
３
月

２２
日（
火
）〜

２３
日（
水
）

・
後
期

 
９
月
５
日（
月
）〜
７
日（
水
）

【
入
学
選
考
】

 
書
類
審
査
、
面
接
な
ど

【
入
学
式
】

・
前
期
　
４
月

１０
日（
日
）

・
後
期
　

１０
月
２
日（
日
）

○
お
問
い
合
わ
せ

 
大
方
高
等
学
校
通
信
制
教
頭

 
中
津
吉
弘

蕁
４
３
―
１
０
７
９

蕭
４
３
―
１
３
７
９

 ◆
所
得
税
の
申
告
と
納
税
は
、３
月

１５
日（
火
）ま
で
に

　
平
成

２２
年
分
所
得
税
確
定
申
告

の
税
務
署
に
お
け
る
申
告
相
談
お

よ
び
確
定
申
告
書
の
受
付
は
、
２

月
１６
日（
水
）か
ら
３
月

１５
日（
火
）

ま
で
で
す
。

　
確
定
申
告
書
の
提
出
は
、
郵
送

ま
た
は
税
務
署
の
時
間
外
収
受
箱

投
函
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

※
期
限
を
過
ぎ
て
申
告
や
納
税
を

さ
れ
ま
す
と
、
本
税
の
ほ
か
に

加
算
税
や
延
滞
税
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
申
告
と
納
税
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

◆
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
、

３
月
３１
日
（
木
）ま
で
に

　
次
の
方
は
、
消
費
税
の
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
平
成

２０
年
中
の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
を
超
え
る
方

・
平
成

２０
年
中
の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
以
下
で
、
平
成

２１
年

１２
月

３１
日
ま
で
に
「
消
費
税
課

税
事
業
者
選
択
届
出
書
」
を
提

出
し
て
い
る
方

※
平
成

１９
年
分
の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
を
超
え
る
方
は
、
平

成
２２
年
中
に
課
税
売
上
や
課
税

仕
入
れ
が
あ
る
場
合
、
当
該
課

税
売
上
高
が
１
千
万
円
以
下
で

あ
っ
て
も
消
費
税
な
ど
の
確
定

申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
、３
月

１５
日（
火
）ま
で
に

　
平
成

２２
年
１
月
１
日
か
ら

１２
月

３１
日
ま
で
の
１
年
間
に
、
個
人
か

ら
貰
っ
た
財
産
の
価
値
が
１
１
０

万
円
を
超
え
る
と
、
贈
与
税
の
申

告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
窓
口
で
の
申
告
は
、
２
月
１
日

（
火
）か
ら
３
月

１５
日（
火
）ま
で
で

す
。

※
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に

つ
い
て
、
「
相
続
時
精
算
課
税

制
度
」
の
適
用
を
受
け
る
場
合

や
「
住
宅
取
得
等
資
金
の
非
課

税
制
度
」
の
適
用
を
受
け
る
場

合
に
は
、
申
告
期
限
ま
で
に
贈

与
税
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
株
式
な
ど
を
売
っ
た
と
き
は
？

　
株
式
な
ど
を
お
売
り
に
な
っ
た

方
は
申
告
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
証
券
会
社
を
通
じ
て

特
定
口
座
に
お
け
る
源
泉
徴
収
を

選
択
し
た
場
合
に
は
、
申
告
を
不

要
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
「
上
場
株
式
等
に
係
る

譲
渡
損
失
の
繰
越
控
除
」
の
適
用

を
受
け
る
た
め
に
は
、
「
所
得
税

の
確
定
申
告
書
付
表
（
上
場
株
式

等
に
係
る
譲
渡
損
失
の
繰
越
用
）」

を
添
付
し
た
確
定
申
告
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

◆
振
替
納
税
制
度
の
ご
利
用
を

　
所
得
税
や
個
人
事
業
者
の
消
費

税
な
ど
の
納
税
の
方
法
に
、
振
替

納
税
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
金

融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
振
替

に
よ
っ
て
納
税
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
納
期
限
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
大
変
便
利
な
た
め
、
ご
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
こ
の
制
度
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
税
務
署
ま
た
は
預
貯
金
先

の
金
融
機
関
に
「
預
貯
金
口
座

振
替
依
頼
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
利

用
を

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
書
の

作
成
が
で
き
ま
す
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
所

得
税
、
贈
与
税
お
よ
び
個
人
事
業

者
の
消
費
税
な
ら
び
に
地
方
消
費

税
の
申
告
書
な
ど
を
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
作
成
し
た
申
告
書
は
、
イ
ン
タ

募
 

集

高
知
県
立
大
方
高
等
学
校
通

信
制
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

お
し
ら
せ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
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平
成

２３
年

１０
月
よ
り
使
用
済
二
輪
車
の
廃
棄
時
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
が
変
更
さ
れ
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
１０
月
か
ら
は
、
参
加
事
業
者
が
国
内
で
販
売
し
た
車
両
は
、リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
払
い
込
み
が
不
要
（
た
だ
し
、
使
用
済
二
輪
車
取
扱
店
へ
持
込
み
の

場
合
、
別
途
、
指
定
引
取
窓
口
ま
で
の
運
搬
料
金
が
必
要
）
と
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
　
蕁
０
３
―
３
５
９
８
―
８
０
７
５

・
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
セ
ン
タ
ー
　U

R
L

　http://w
w

w
.jarc.or.jp/m

otorcycle/

※
手
続
き
、
持
込
先
（
指
定
引
取
窓
口
・
廃
棄
二
輪
車
取
扱
店
）
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
、
引
取
対

象
・
基
準
な
ど
の
情
報
を
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

まちの掲示板まちの掲示板

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
直
接
電
子

申
告
す
る
か
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
普

通
紙
に
印
刷
し
添
付
書
類
と
と
も

に
申
告
書
を
税
務
署
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 （http://w
w

w
.nta.go.jp

）

◆
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（
ｅ‐ｔ
ａ
ｘ
／
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）

が
便
利
で
す

①
平
成

２２
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
を
、
本
人
の
電
子
署
名
お

よ
び
電
子
証
明
書
を
付
し
て
申

告
期
限
内
に
ｅ
‐ｔ
ａｘ
で
行
う
と
、

所
得
税
額
か
ら
最
高
５
千
円
の

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
 

た
だ
し
、
平
成

１９
年
分
〜
平

成
２１
年
分
の
確
定
申
告
で
本
控

除
の
適
用
を
受
け
た
方
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

②
添
付
書
類
の
提
出
を
省
略
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
 

所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ
‐ｔ

ａ
ｘ
で
行
う
場
合
、
医
療
費
の

領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど
は
、

そ
の
記
載
内
容
を
入
力
し
て
送

信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
提
出
ま

た
は
提
示
を
省
略
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
（
確
定
申
告
期
限

か
ら
３
年
間
、
書
類
の
提
出
ま

た
は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
）

③
ｅ
‐ｔ
ａｘ
で
申
告
さ
れ
た
還
付
申

告
は
、
早
期
処
理
（
３
週
間
程

度
）
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
ｅ
‐ｔ
ａｘ
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 （http://w
w

w
.e

－tax. nta.go.jp

）

○
お
問
い
合
わ
せ

 
中
村
税
務
署

　
蕁
３
５
―
２
１
３
５

※
窓
口
の
ご
利
用
は
、
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

※
電
話
に
よ
る
一
般
的
な
相
談
は
、

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー（
蕁
３
５
―

２
１
３
５
）で
賜
り
ま
す
。

毎年2月は「北方領土返還運動全国強調月間」です。

使用済二輪車の廃棄時リサイクル方法

　択捉島、国後島、色丹島、歯舞群島の北方四島は、歴史上、一度も
外国の領土になったことのない日本固有の領土です。
　高知県では、2月7日の「北方領土の日」に向けて、北方領土返還
要求運動高知県民会議を中心に、問題に対する県民の理解を更に
深め、県内における北方領土返還要求運動の一層の推進を図って
います。

「国民の声と熱意で四島（しま）返還」
（平成22年度北方領土返還要求運動に関する標語最優秀作品）

○お問い合わせ　　北方領土返還要求運動高知県民会議
（蕁088－875－1170／蕭088－873－0572）
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まちの掲示板まちの掲示板
【
日
時
】（
毎
月
１
回
）

　
２
月

２０
日（
日
）

　
午
前

１０
時
〜
午
後
４
時

【
場
所
】

　
中
村
公
証
役
場

（
四
万
十
市
中
村
大
橋
通
６
―

３
―
７
　
第
一
と
ら
や
ビ
ル
４
階
）

【
相
談
内
容
】

　
遺
言
、
相
続
、
金
銭
・
不
動
産

の
貸
借
、
離
婚
に
と
も
な
う
養
育

料
・
慰
謝
料
・
財
産
分
与
、
高
齢

者
の
財
産
管
理
　
な
ど

【
担
当
者
】

　
高
知
地
方
法
務
局
所
属

　
中
村
公
証
役
場
公
証
人

○
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
中
村
公
証
役
場

蕁
３
４
―
１
７
２
８

※
平
日
に
事
前
に
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
テ
ー
マ

　
「
糖
尿
病
」
に
つ
い
て

　
現
在
世
界
中
で
糖
尿
病
患
者
さ

ん
の
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
日

本
で
は
平
成

１９
年
に
は
、
な
ん
と

約
２
２
１
０
万
人
の
方
が
糖
尿
病

の
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
糖
尿
病
と
い
う
病
気
は
、
病
気

の
起
こ
る
原
因
に
よ
っ
て
大
き
く

４
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
現

在
増
加
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
中

の
２
型
糖
尿
病
と
い
う
病
気
で
す
。

　
２
型
糖
尿
病
は
、
遺
伝
的
な
素

因
や
、
長
年
の
肥
満
や
運
動
不
足
、

ス
ト
レ
ス
の
よ
う
な
環
境
要
因
が

重
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
症
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
約

７０
年
前

ま
で
、
日
本
人
は
活
動
量
の
多
い
、

脂
肪
よ
り
炭
水
化
物
を
多
く
摂
る

生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

現
在
は
欧
米
型
の
食
事
、
自
動
車

や
交
通
機
関
に
頼
っ
た
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
糖

尿
病
の
方
が
増
加
し
て
き
て
い
る

と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
よ
く
糖
尿
病
の
症
状
と
し
て
、

の
ど
が
渇
く
、
お
し
っ
こ
に
よ
く

行
く
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
、
こ
う
い
っ
た
症
状
は
非
常

に
血
糖
が
高
い
と
き
の
症
状
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
糖
尿
病
患
者
さ
ん
は

血
糖
が
高
く
と
も
、
全
く
症
状
が

な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
も
ち

ろ
ん
強
い
喉
の
渇
き
や
、
頻
尿
、

急
激
な
体
重
の
減
少
な
ど
の
症
状

が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を

受
診
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
な
い
か
ら
と
い
っ
て
安
心

し
て
い
い
訳
で
は
な
い
の
で
す
。

　
健
診
や
病
院
で
は
、
血
液
や
尿

の
糖
を
測
定
し
、
１
〜
２
カ
月
の

血
糖
の
平
均
の
値
を
反
映
す
る
Ｈ

ｂ
Ａ
１
ｃ
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
・
エ

ー
ワ
ン
シ
ー
）
と
い
う
値
を
測
定

し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
は

診
断
で
き
な
い
方
は

７５
ｇ
ブ
ド
ウ

糖
負
荷
試
験
と
い
っ
て
、
糖
の
入

っ
た
検
査
用
の
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
む

検
査
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
検

査
で
糖
尿
病
が
あ
る
か
な
い
か
、

ま
た
、糖
尿
病
に
な
り
や
す
い
状
態

で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
ま
す
。

　
糖
尿
病
は
、
決
し
て
特
別
な
病

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の
日
本

で
は
、
誰
が
糖
尿
病
に
な
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
の
で
す
。
ま
た
、

現
在
糖
尿
病
に
は
き
ち
ん
と
し
た

治
療
方
法
が
あ
り
ま
す
。
適
切
に

治
療
を
行
え
ば
、
糖
尿
病
が
あ
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
合
併
症
が

出
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
症

状
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
安
心
せ

ず
、
是
非
糖
尿
病
に
興
味
を
持
っ

て
、
健
診
を
受
診
さ
れ
る
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
健
診
で
異

常
を
指
摘
さ
れ
た
場
合
は
、
元
気

だ
か
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
放
置
せ

ず
に
、
必
ず
早
め
に
医
療
機
関
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
の
地
域
の
土
佐
く
ろ
し

お
鉄
道
中
村
・
宿
毛
線
、
高
知
西

南
交
通
バ
ス
は
、
地
域
人
口
の
減

少
や
マ
イ
カ
ー
の
普
及
な
ど
に
よ

っ
て
利
用
者
が
大
幅
に
減
少
し
、

こ
の
ま
ま
で
は
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
想
像
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
鉄
道
・
バ
ス
が
な
く
な
っ

た
あ
と
の
私
た
ち
の
地
域
を
。

　
こ
の
地
域
は
、
太
平
洋
や
四
万

十
川
な
ど
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
、
観
光
が
地
域
で
の
大
き
な

産
業
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鉄
道
・
バ
ス
を
利
用
し
て
こ
の
地

域
に
観
光
で
訪
れ
る
方
が
こ
の
移

動
手
段
が
な
く
な
っ
た
ら
地
域
は

ど
う
な
る
で
し
ょ
う
？

　
こ
の
地
域
の
出
身
者
が
郷
里
に

帰
省
す
る
と
き
に
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
で
し
ょ
う
？

　
自
動
車
を
運
転
し
な
い
地
域
の

学
生
の
通
学
、
ご
高
齢
の
方
の
通

院
・
買
い
物
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
？

　
鉄
道
・
バ
ス
が
な
く
な
れ
ば
、

今
よ
り
住
み
に
く
い
地
域
に
な
る

こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。

　
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
力
で
鉄
道
・
バ
ス
を

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
年
会
費
】

個
人
‥
千
円
／
法
人
‥
１
万
円

【
活
動
内
容
】

①
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
と
高
知
西

南
交
通
バ
ス
の
支
援

 
（
自
ら
利
用
す
る
。
さ
ら
に
利

用
を
呼
び
掛
け
る
）

②
利
用
促
進
活
動
の
お
手
伝
い
（
参

加
自
由
）

③
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
拡

大
へ
の
貢
献
（
参
加
自
由
）

【
会
員
特
典
】

①
全
員
に
、
会
員
限
定
の
鉄
道
・

バ
ス
共
通
回
数
乗
車
券
（
千
円

相
当
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

②
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
を
発
行

・
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
と
高
知
西

南
交
通
バ
ス
の
「
共
通
回
数
乗

車
券
」
を
お
買
い
上
げ
千
円
ご

と
に
ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ル
を
１
枚

交
付
し
ま
す
。

 
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
る
と
、
共
通

回
数
乗
車
券
（
１
０
０
円
区
間
券

１
１
枚
綴
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

○
お
問
い
合
わ
せ

 
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局

蕁
３
５
―
４
９
６
２（
直
通
）

　
高
知
西
南
交
通

　
蕁
３
４
―
１
２
６
６（
直
通
）

　
黒
潮
町
役
場 

総
務
課

　
企
画
振
興
係

　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

相
 

談

日
曜
・
遺
言
等
公
証
法
律
相
談

高
知
大
学
医
学
部
だ
よ
り

著者プロフィール

【氏名】井上　眞理
【所属】

高知大学医学部附属病院
内分泌代謝・腎臓内科 講師

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道（
中
村
・
宿

毛
線
）と
高
知
西
南
交
通
バ
ス
の

サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
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◎3月12日（土）は、鉄道ダイヤ改正です。
　土佐くろしお鉄道では、ＪＲグループのダイヤ改正に合わせて、平成23年3月12日（土）
にダイヤ改正を行います。主な改正点は次のとおりです。

≪特急列車関係≫
☆特急「あしずり」の新設
　高知方面または幡多地域での観光・ビジネス等の利便性向上として、以下の特急を新設し
ます。
　〈幡多地域→高知方面〉
　●中村駅発7:00→高知駅着9:02の特急「あしずり2号」を新設します。

　※高知駅乗換えで、岡山行き特急「南風8号」に接続します。
●中村駅発21:50→高知駅着23:37の特急「あしずり54号」を新設します。

※現在中村駅始発8:04→高知駅着10:00南風10号は、今改正で高知駅始発10:13岡山
行きとなりますのでご注意下さい。

　〈高知方面→幡多地域〉
　●高知駅発6:06→宿毛駅着8:42の特急「あしずり51号」を新設します。
　　※中村駅着は8:13です。

≪普通列車関係≫
　特急「あしずり」の新設等に伴い、朝・夜の普通列車の時刻を最大で37分変更します。（運
転本数に変更はありません。）
　詳しくは、広報3月号に合わせて新時刻表をお配りいたします。

土佐くろしお鉄道株式会社　中村駅　蕁35－4961

土佐くろしお鉄道NEWS土佐くろしお鉄道NEWS土佐くろしお鉄道NEWS

サニーくんサンコちゃん

3月12日（土）からのダイヤ（改正分）

問い合わせ先
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くろしおスポーツ！
第21回　県下少年相撲佐賀火鎮祭大会
平成22年12月12日（日）佐賀中学校相撲場

主催：佐賀相撲振興会

まちの掲示板まちの掲示板

岡　本（南海）

河　崎（香南）
谷　村（清水）

　沖　（清水）

植　野（大方）
篠　田（佐賀）

畑　山（香南）

川　田（南国）

木　村（佐賀）

岩　井（香南）

松　岡（香美）

澤　田（宿毛）

山　崎（宿毛）
植　田（香南）

岡　田（清水）

松　田（南海）

浜　岡（佐賀）

田　井（南国）

坂　本（南国）

宮　崎（清水）

奥　谷（佐賀）

水　田（香南）

朝比奈（香南）

光内真（南海）

平　田（昭和）
光内佐（南海）

寺　内（香南）

山　本（香南）
中　村（宿毛）

水　田（香南）

有　光（香美）

光　宗（南国）

森　田（香美）

今　井（昭和）

岡　田（香南）

稲　田（佐賀）

中　平（香美）

難　波（宿毛）
日　高（香美）

山　下（南海）
西　尾（佐賀）

高　橋（香南）

山　中（昭和）

宮　崎（清水）

宮　地（佐賀）

宮　地（佐賀）

高　田（宿毛）

渕　上（宿毛）
黒　瀬（香南）

南海Ａ

清水Ａ

香南Ａ

渕　上（宿毛）

山　下（南海）

土　居（佐賀）

香南Ｂ

昭和

清水Ｂ

佐賀Ａ

南国長岡

澤　田（佐賀）

武　内（香美）

優　勝　石川（南国）
準優勝　山中（昭和）
第３位　高田（宿毛）
第３位　坂本（南国）

石　川（南国）

阪　本（昭和）

欠場

欠場

土　居（南国）

団体決勝トーナメント

個人戦（１年） 個人戦（２年）

個人戦（３年） 個人戦（４年）

個人戦（５年） 個人戦（６年）

優　勝　土佐清水Ａ
準優勝　佐賀Ａ
第３位　香南Ａ　　 

優　勝　山下（南海）
準優勝　山崎（宿毛）
第３位　渕上（宿毛）　　　

優　勝　光宗（南国）
準優勝　畑山（香南）
第３位　川田（南国）
第３位　有光（香美）　

優　勝　岡田（清水）
準優勝　宮崎（清水）
第３位　松田（南海）
第３位　難波（宿毛）  

優　勝　松岡（香美）
準優勝　篠田（佐賀）
第３位　岩井（香南）
第３位　武内（香美）

優　勝　谷村（清水）
準優勝　宮崎（清水）
第３位　水田（香南）
第３位　浜岡（佐賀）
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
の

ち
ょ
っ
と
し
た
有
名
人
を
紹
介
し

ま
す
。

◆
心
優
し
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

入
野
喜
美
惠
さ
ん（
灘
）

　
灘
地
区
の
墓
地
に
「
沖
縄
の
人
」

と
書
か
れ
た
小
さ
な
お
墓
が
あ
り

ま
す
。
お
供
え
物
も
さ
れ
て
お
り

掃
除
が
行
き
届
い
た
き
れ
い
な
お

墓
で
す
。

　
埋
葬
さ
れ
て
い
る
の
は
沖
縄
の

商
業
船
に
乗
っ
て
い
た
機
関
長
の

遺
体
で
、
今
か
ら

６１
年
前
の
昭
和

２４
年
８
月

１５
日
、
井
の
岬
沖
で
台

風
の
た
め
遭
難
し
亡
く
な
っ
た
方

だ
そ
う
で
す
。

　
「
終
戦
後
、
物
が
な
い
頃
で
、

商
売
用
の
鍋
や
や
か
ん
な
ど
を
運

ん
で
い
た
船
だ
と
思
う
。
怪
我
を

し
た
人
が
た
く
さ
ん
岸
に
上
が
っ

た
」
。
当
時

２４
歳
だ
っ
た
喜
美
惠

さ
ん
は
、
部
落
の
炊
き
出
し
を
手

伝
う
な
ど
し
て
助
か
っ
た
乗
組
員

の
世
話
を
し
ま
し
た
。

　
数
日
後
、
元
気
に
な
っ
た
乗
組

員
ら
は
沖
縄
へ
と
帰
り
ま
し
た
が
、

機
関
長
の
遺
体
だ
け
は
引
き
取
り

手
が
な
く
、
灘
地
区
の
墓
地
に
埋

葬
さ
れ
た
ま
ま
に
。

　
喜
美
惠
さ
ん
は
、
一
人
で
さ
み

し
い
思
い
を
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
し
、
以
来
ず
っ
と
お

墓
の
管
理
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

元
気
な
時
は
毎
日
墓
地
に
通
い
、

「
必
ず
沖
縄
か
ら
お
迎
え
が
来
る

か
ら
ね
」
と
話
し
か
け
な
が
ら
手

を
合
わ
せ
た
そ
う
で
す
。

　
「
灘
部
落
の
人
た
ち
が
災
難
を

逃
れ
、
元
気
で
生
活
で
き
る
よ
う

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
と
、
い
つ
も

お
祈
り
し
て
い
ま
す
」
。
今
年
で

８６
歳
。
ま
だ
ま
だ
元
気
で
心
優
し

い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

◆
駅
の
顔

今
井
祥
文
さ
ん
・
紀
子
さ
ん（
芝
）

　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
土
佐
入
野

駅
構
内
で
営
業
し
て
い
た
喫
茶
店

「
く
じ
ら
の
家
」
が
昨
年

１２
月
、

閉
店
し
ま
し
た
。

　
当
店
で
は
喫
茶
店
の
傍
ら
、
町

お
よ
び
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
の
依

頼
を
受
け
、
往
復
乗
車
券
や
定
期

券
な
ど
を
販
売
。
永
い
間
、
利
用

者
の
利
便
性
向
上
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
始
め
た
頃
は
慣
れ
ず
に
時
間

が
か
か
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
く

さ
ん
の
方
々
と
の
出
会
い
が
財
産

で
す
」
と
笑
顔
で
振
り
返
る
紀
子

さ
ん
。
最
終
日
に
は
町
外
か
ら
も

常
連
客
が
訪
れ
、
閉
店
を
惜
し
む

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
お
孫
さ
ん
の
お
世
話

を
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
す
る
と
の

こ
と
で
す
。

　
第

１８
回
全
国
中
学
校
駅
伝
大
会

が
１２
月

１９
日
、
山
口
県
セ
ミ
ナ
ー

パ
ー
ク
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
、
５
区
間

１２
㎞
で
競

わ
れ
る
女
子
の
部
に
、
県
立
中
村

中
学
校
が
高
知
県
代
表
と
し
て
出

場
。

４４
分

２７
秒
の

４２
位
と
上
位
進

出
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
粘
り
の
走

り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
駅
伝
チ
ー
ム
に
は
浜
村
ひ
か
り

さ
ん（
出
口
）、
山
本
紗
羅
さ
ん（
田

野
浦
）、
二
宮
萌
実
さ
ん（
入
野
）、

濱
村
真
理
さ
ん（
出
口
）が
所
属
し

て
お
り
、
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て

が
ん
ば
り
ま
し
た
。

【
県
中
の
区
間
記
録
】

　
１
区
 

細
木
菜
々
恵
　

２５
位

　
２
区
 

浜
村
ひ
か
り
　

３５
位

　
３
区
 

二
宮
　
萌
実
　

３８
位

　
４
区
 

小
笠
　
原
慧
　

４１
位

　
５
区
 

山
本
　
紗
羅
　

４２
位

ま
ち
の
ひ
と
を
紹
介
し
ま
す
！

「機関長さんにお礼を言われた夢を見た
こともありますよ」と喜美惠さん。

前列左から3人目が浜村ひかりさん、4人目が二宮萌実さん、
6人目が山本紗羅さん、後列左から4人目が濱村真理さん。

「
い
ろ
ん
な
人
に
来
て
も
ら
っ
て
、か
わ
い

が
っ
て
く
れ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
」と
紀

子
さ
ん
。祥
文
さ
ん
は
遠
慮
し
て
厨
房
に

入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

夢
と
絆
と
た
す
き
を
つ
な
げ
！

県
中
　
さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
待

まちの掲示板まちの掲示板
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まちの掲示板まちの掲示板

（
●
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

大
方
図
書
館

あたらしくはいった本のご紹介
●ＫＡＧＥＲＯＵ　　　　　　　　　　　　　　齋藤　智裕／著
●天使の報酬　　　　　　　　　　　　　　　　真保　裕一／著
●どんぐり姉妹　　　　　　　　　　　　　　　よしもとばなな／著
●健康体温３６.５度の生活技術　　　　　　　　安保　　徹／著
●怒らない技術　　　　　　　　　　　　　　　嶋津　良智／著
●讃岐のかがり手まり　　　　　　　　　　　　荒木　永子／著
●ぼうけんしょう・お金のせかい　　斉藤洋とキッズ生活探検団／著
●人形レストラン�
●こんがらがっちおそるおそるすすめの本　　　ユーフラテス／著
●いちばんの図鑑�

佐
賀
図
書
館

2月
日 月 火 水 木 金 土
笊 笊 1 2 3 4 5
笞 7 8 9 10 筺 12

3月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 1 2 3 4 5
笞 7 8 9 10 11 12

筍 14 15 16 17 18 19
筧 21 22 23 24 箝 26
箟 28 25 26 27 箍 29

2月
日 月 火 水 木 金 土
笊 笊 1 2 3 4 5
6 笵 8 9 10 筺 12

3月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 1 2 3 4 5
6 笵 8 9 10 11 12

13 笋 15 16 17 18 19
20 筰 22 23 24 箝 26
27 箍 25 26 27 箍 29

感想画作品を展示します

○お問い合わせ／本庁 まちづくり課 水道係　蕁43－2114（直通）

月

2

3

日
自　　至

14～20
21～27

28
1～6

07～13
14～20

水道給水工事指定店 当番一覧表
前 田 電 工
吉 本 水 道
大方設備センター
大方設備センター
㈱中村住設大方営業所
前 田 電 工

平 野 住 設
河 野 電 機 設 備
拳 ノ 川 住 設
拳 ノ 川 住 設
道 倉 水 道
平 野 住 設

㈲ 弘 瀬 建 設
㈱ 土 居 建 設
㈲ 西 部 総 建
㈲ 西 部 総 建
山 本 建 設 ㈱
㈲ 弘 瀬 建 設

谷 口 水 道

㈲ 森 田 建 設

当番店の連絡先・所在地 ※当番日以外でも要請があった場合には対応いたします。
電話番号

店　　名 住　　所
事務所

電話番号
店　　名 住　　所

事務所自　宅 自　宅

大 方 設 備 セ ン タ ー

河 野 電 機 設 備

㈱中村住設大方営業所

平 野 住 設

前 田 電 工

道 倉 水 道 工 務 店

吉 本 水 道 工 務 店

43－1420

43－1022

43－0211

44－1513

43－1149

43－2096

43－2024

43－1483

43－2061

44－1117

43－1546

入野769

入野2878

出口372－2

伊田2100

入野1574

浮鞭3558－8

入野544－4

拳 ノ 川 住 設

㈲ 西 部 総 建

谷 口 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

㈲ 森 田 建 設

山 本 建 設 ㈱

55－7371

55－2825

55－2316

55－2133

55－2121

55－3621

55－3141

55－7114

55－2363

55－2420

55－2076

拳ノ川1781

伊与喜38－2

佐賀2773

伊与喜43－5

佐賀1990

藤縄5－1

佐賀2988

◆
開
館
時
間

（
大
方
図
書
館
）

　
火
〜
金

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
土
・
日

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
佐
賀
図
書
館
）

　
月
〜
金

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

※
午
後
１
時
〜
午
後
２
時
ま
で
閉
館

　
土

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

◆
貸
出
冊
数
・
期
間

　
本

　
一
人
５
冊
・
２
週
間

　
雑
誌

　
一
人
３
冊
・
２
週
間

　
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D

　
一
人
２
点
・
１
週
間

※
新
し
い
本
の
中
に
は
、貸
出
開

始
日
か
ら
２
カ
月
間
は
１
週
間

の
貸
出
期
間
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
紛

失
し
た
場
合
は
、
弁
償
し
て
頂

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
各
図

書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D
は
で
き

る
だ
け
開
館
時
の
受
付
窓
口
へ

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
4
3
―
0
1
2
0

　
佐
賀
図
書
館

　
蕁
5
5
―
3
1
5
0

　http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp 

　大方図書館では、応募のあった感想画作品を
展示します。是非見に来てください。

【期　間】2月23日（水）～3月6日（日）
注：大方図書館開館日および開館時間

【場　所】大方あかつき館　町民ギャラリー
※2月27日（日）14：30から表彰式を行います。
詳しいことは、大方図書館（蕁43－0120）まで
お問い合わせください。
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く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

まちの掲示板まちの掲示板

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

　
一
年
で
一
番
寒
い
２
月
で
す
が
、節
分

が
過
ぎ
れ
ば
暦
の
上
で
は
春
。少
し
ず

つ
春
の
足
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。２

月
は「
逃
げ
る
」で
あ
っ
と
い
う
間
に
終

わ
り
そ
う
で
す
が
、節
分
の
行
事
を
し

た
り
、お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
雛
人

形
を
作
っ
た
り
、親
子
で
交
流
し
な
が

ら
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
す
ご
し
ま
し

ょ
う
。２
月
９
日
は
栄
養
士
に
よ
る
、

離
乳
食
や
お
や
つ
の
お
話
が
あ
り
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◆
お
で
か
け
広
場

 （
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
）

・
１
日（
火
）
作
っ
て
遊
ぼ
う

・
１５
日（
火
）
作
っ
て
遊
ぼ
う

 
場
所
／
佐
賀
保
育
所
一
時
保
育
室

◆
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

 （
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
）

・
２
日（
水
）
豆
ま
き

・
９
日（
水
）
栄
養
指
導

・
１６
日（
水
）
作
っ
て
遊
ぼ
う

・
２３
日（
水
）
ふ
れ
あ
い
遊
び

　
場
所
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

　
　
蕁
４
３
―
０
５
１
２

２
月
の
予
定

町
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
を
、
お
家
の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
っ
し
ょ
に

紹
介
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
記
念
に
写
真
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
お
問
い
合
わ
せ
　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係
　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

そう ち か

山本　　颯くん
〈平成21年3月27日生まれ〉

お兄ちゃんたちと仲良くし
てね。

らん

村越　　藍ちゃん
〈平成21年5月9日生まれ〉

お兄ちゃんと仲良くね。

松本　千迦くん
〈平成21年5月12日生まれ〉

優しくたくましく育ってネ。

たくま たい へい

池添　　逞くん
〈平成21年3月31日生まれ〉

元気に育ってね！

か い な

福田　果衣那ちゃん
〈平成21年3月11日生まれ〉

優しく元気に育ってね。

山岡　泰平くん
〈平成21年3月10日生まれ〉

毎日いやしてくれて本当
にありがとう蟋

黒
潮
町
役
場
非
常
勤
職
員（
身
体

障
が
い
者
の
方
）を
募
集
し
ま
す

　
こ
の
募
集
は
、「
障
害
者
の
雇

用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
の

趣
旨
に
基
づ
き
、
身
体
障
が
い
者

の
雇
用
の
促
進
を
は
か
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

【
応
募
資
格
】

・
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

・
介
護
者
な
し
で
勤
務
が
で
き
る
方

・
平
成

２３
年
１
月

３１
日
以
前
か
ら

黒
潮
町
内
に
在
住
し
て
い
る
方

【
職
種
】

　
一
般
行
政
事
務

【
雇
用
期
間
】

　
平
成

２３
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成

２４
年
３
月

３１
日
ま
で

（
１
カ
月
の
う
ち

１８
日
勤
務
）

【
給
料
】

　
月
額
　

１２
万
６
０
０
円

【
受
付
期
間
】

　
２
月

１０
日（
木
）〜

２５
日（
金
）

【
面
接
】

　
３
月
１
日（
火
）午
前

１０
時
〜

（
黒
潮
町
役
場
本
庁
舎
　
３
階
 

第
３
会
議
室
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

総
務
課 

行
政
人
事
係

　
蕁
４
３
―
２
１
１
１（
直
通
）

【
お
詫
び
】
1
月
号
の
綴
じ
穴
の
幅
が
、こ
ち
ら
の
手
違
い
に
よ
り
基
準
よ
り
広
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
方
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。


